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インフォスクエア
インフォスクエアの中心となるのは，18
台のパソコンが置いてあるコーナーです。
ここではパソコンを利用して，様々な情報
を収集することができます。
インターネットを利用した情報検索はも
ちろんのこと，一部のパソコンではワープ
ロ，表計算ソフトを使ってのレポート作成
などが可能です。印刷もできますので(1
枚10円)，どうぞご利用ください。
パソコン利用コーナーの隣には新着図書
／雑誌があります。
最新情報はこのコーナーでチェック！

☆持込みのノートパソコンも館内でご利用
いただけます。

サービスカウンター
入館ゲートを入ってすぐ右手にあるのが，
サービスカウンターです。図書・雑誌の貸
出返却手続きはもちろんのこと，

・資料の探し方がわからない
・データベースの使い方がわからない
・機器の使い方がわからない などなど…

わからないこと，困ったことがあったら，
お気軽にどうぞ。

読み物としての図書ではなく，何か
を調べるために使う資料のことです。
例えば，百科事典，辞典類，便覧，
年鑑，地図，資料集などがあります。

ニュースラウンジ
ブックラウンジの一角では，当月
分の新聞が読めます。置いてある新
聞は，朝日，産経，日経，北國，北
陸中日，毎日，読売などです。
また，2台あるテレビでは衛星放
送，ＣNNなどを視聴することがで
きます。

新入生のみなさん，金沢大学の
図書館を紹介します。自分にあ
った勉強法や過ごし方を見つけ
て，快適な大学生活を過ごして
みませんか？

図書・雑誌の返却は
自動貸出/返却装置
でも行えます。
ぜひご利用ください！
自動貸出/返却装置
はカウンターの両端
に1台ずつあります。
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【ギャラリーαで
作品の展示】

ブックラウンジの壁面を
利用したギャラリーです。
サークルの発表，研究室
の展示など，色々な利用
が可能です。

マルチメディア・ラーニングスペース
CD，DVDなどを視聴することができるコーナーです。
観たいＤVD,聞きたいＣDをサービスカウンターに持っていき，手
続きを行ってください。
講義の空き時間に映画を観てリフレッシュするのもいいですね。

ブックラウンジ＆ほん和かふぇ。

書庫への入口はサービスカウ
ンターの横にあります。サービ
スカウンターで学生証（または

図書館利用券）と引き換えに入庫票を受け取
って，荷物を「書庫利用者用ロッカー」に入
れてください。

【イベントの開催】

講演会，発表会，
映画上映会等の
イベントを行う
ことができます。

【ほん和か文庫を読む】

ブックラウンジ内には気
軽に読める図書・雑誌を
あつめた「ほん和か文庫」
があります。これは図書
館ボランティアとぼらの
学生が選定したものです。

書庫には，ちょっと古い学術雑誌，専門書な
どが置いてあります。なかには明治時代以前の
図書も!!
独特の雰囲気で，じっくり探検してみるのも
面白いですよ。ぶらぶら眺めていると，意外な
本に出会える場所です。

●●「ほん和かふぇ。」●●

ブックラウンジにはカフェが併
設されています。その名も「ほ
ん和かふぇ。」です。勉強に疲
れたとき，コーヒーを飲んで一
休みしてはいかがですか？

【メニュ一例】
コーヒー，ジュース，ケーキ，
ほん和かサンド など
【営業時間】
平日 9 : 30～19 : 00
土・日・祝日，学期休み閉店

書庫
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中して議論するなら集
んなで自由に学習するならみ

一人で黙々と勉強するだけが大学の学習ではあ
りません。仲間と一緒に議論しながら学習するこ
とのできるスペース，それがコラボスタジオです。
コラボスタジオには，オープンスタジオとグ
ループスタジオの２つのコーナーがあります。
「静かに勉強」と
いう図書館のイ
メージが変わる明
るい空間です。こ
の場所を使って，
みんなで刺激しあ
って勉強しません
か。

グループスタジオ
グループスタジオはA（定員8人）とB（定員6
人）の2部屋があります。2部屋とも利用は予約
制です。
個室のため，周りの音にわずらわされずに話し

合いを行うこと
ができます。こ
の部屋でゼミを
行うこともでき
ます。

オープンスタジオ
オープンスタジオは，予約なしで自由に使
える空間です。椅子・机の配置換えも自由に
できます。
ホワイトボードに書き込みをするもよし，
プロジェクターで
発表の練習をする
もよし，資料を見
ながらみんなで話
しあうもよし。
使い方はみなさ
んで探し出してく
ださい。

コラボスタジオ
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学系分館医

然科学系図書館自

健学類図書室保

医学系分館は，宝町の金沢大学附属病院に隣接する，
医学系の利用者サービスを中心とする図書館です。
資料のほとんどが専門書で，蔵書数は23万冊強と，
決して多くはありませんが，雑誌は6000種以上所蔵
しています。利用者が自由に使えるインターネット及
びレポート作成用端末12台と，情報検索端末4台があ
り，学習，研究のサポートをしています。
昭和45年に開館した，築40年を越える古い図書館で
すが，近々増改築する予定で，それに伴う仮移転の計
画も進行中です。一つの図書館の過渡期を目にするま
たとない機会でもありますので，是非一度お越しくだ
さい。 (医学系分館)

自然科学系図書館は，角間南地区にあります。
理学・工学・薬学の専門書を中心に所蔵し，蔵
書数は約28万冊です。2011年2月には「環境
学コレクション」のコーナーを新設しました。
自然科学系図書館には，「自動化書庫」という

資料保存スペースがあります。書庫内の資料は，
館内の専用端末から取り出すことができます。
そのほか，自然科学系図書館には，グループや
個人で学習するための部屋もあります。図書館
Webサイトから利用予約ができますので，どう
ぞご利用ください。 (自然科学系図書館)

保健学類に入学された皆さんこんにちは。これから4年
間，自分で選んだことを好きなだけ勉強・研究できる楽
しい時間が待っていますね。そのために必要となる図書
や雑誌が集まっているのが保健学類図書室（鶴間キャン
パス3号館1階にあります）です。高校までの図書室と違
って，専門的な本や雑誌がたくさんあります。国家試験
問題集コーナーや患者さんの手記を集めた闘病記コー
ナーなどもあります。図書室を使わずに卒業するのはも
ったいないですよ。ぜひ図書室を活用して学生生活を充
実させてください。 (保健学類図書室)

附属図書館には中央図書館
以外に分館・図書室があり
ます。専門的な学習・研究
をするなら，こちらへ！
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若者と地域をつくる
－地域づくりインターンに
学ぶ学生と農山村の協働－

これからの地域づくりには協働が欠かせないと言われている。しかし，
金大生にとってそれは遠いものと感じるのではないだろうか？この本は，
国土交通省（旧国土庁）のインターン事業と首都圏の大学生が中心とな
って運営してきた「地域づくりインターンの会」の記録をまとめたもの
である。まちづくりには，「ヨソモノ」「バカモノ」「ワカモノ」が不可欠
な人材であるが，「ワカモノ」の代表格である大学生が農山村で活動する
ことで，地域はどのように変わったのを記録したのが本書である。総務
省の「地域おこし協力隊」，農水省の「田舎で働き隊」，グランドワーク
協会のインターンシップなど，近年学生向けのインターンシップが増え
てきている。学生は地域を変える大きな力となることを本書は示してい
る。

宮口�廸ほか編著 原書房
2010年8月

神谷浩夫教授
（地域連携推進センター長）

科学者になる方法
－第一線の研究者が語る－

科学者，研究者を育てることは大学に課せられた大きな使命の一つで
す。大学院教育を主に担当している学際科学実験センター所属の我々は，
優秀な科学者を育てることを教育の重点に置いています。本書はこれか
ら科学者を目指そうとする新入生などを対象としており，第一線で現在
活躍している30数名の科学者が，なぜ自分は科学者の道を選んだのかを
自分の言葉で語っています。新進気鋭の若手科学者からノーベル賞候補
者として注目されている山中さんや化学賞を受賞した野依さんまで，皆
さんが好き勝手なことを語っていますが，その中にあなたがなるほどと
思える意見がきっと見つかると思います。また，それぞれの科学者がど
のような発見をし，どのようにしてその発見にたどり着いたかについて
熱弁を振るっています。科学者といっても十人十色であり，本書の中に
あなたが尊敬できる人を見つけて，科学者になる道について考えてくれ
ることを期待しています。

科学技術振興機構
プレスルーム編 東京書籍
2005年1月

浅野雅秀教授
（学際科学実験センター長）

学学内内共共同同教教育育研研究究施施設設セセンンタターー長長にによよるる

「「わわたたししのの薦薦めめるる一一冊冊～～新新入入学学のの諸諸君君へへ～～」」

･･････････････････････････････････････････････････････････

金沢大学には，学生の皆さんが所属する学域・学類や大学院の

他に，教育研究を行う附属の施設がたくさんあります。今回は，

学内共同教育研究施設のセンター長を務めていらっしゃる9人の

先生方に“わたしの薦める一冊～新入学の諸君へ～”として図書

1冊を紹介していただきました。学生生活スタートの1冊として

ぜひ読んでみてください。

･･････････････････････････････････････････････････････････

☆入学式（4月7日）から

約3週間，中央図書館の

カウンター前ホールにて，

図書展示を行います。

ぜひご覧ください。☆
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益川博士のつぶやきカフェ 「ますかわさん」の本である。2008年度ノーベル物理学賞受賞の益川
敏英博士の51のつぶやきを収録してある。最初のテレビでの「たいして
うれしくない」以来、朝のワイドショーからニュース特番まで出ずっぱ
りで、当時の子供の3大人気はドラエモン、ピカチュー、ますかわさんだ
ったらしい。この書評誌を読み通すより早く読み終えられるので、もし
眼の前にあるなら、ぜひ、手にとってさっさと立ち読みしましょう。最
初は「野蛮人でいたい」。文化勲章の授賞式で指揮者の小沢征爾に向かっ
て「僕は野蛮人なので」と言うと、小沢征爾から「今から文化人になれ
ばいい」と返されたと益川さんから聞いた。このつぶやきを聞くと、益
川さんの定義なら小沢征爾も立派な野蛮人だとわかる。学生の皆さんに
ぜひかみしめて欲しいところは、最後の方にある「学ぶということは自
由を獲得するプロセスである」。全てのつぶやきが若者、特に科学を志す
人たちに深い意味がある。独創的過ぎて、すぐには何のことかわからな
いかも知れないが、頭の奥に入れておけば、ふとわかる時が来る。「たい
してうれしくない」の真意がやっとわかるつぶやきもあるのでお楽しみ。

益川敏英著 三省堂
2010年9月

青木健一教授
（総合メディア基盤センター長）

日本の歴史をよみなおす（全） イノベーション創成センターの役割は，「イノベーションの創出」すな
わち「新たな価値の創出」「産業構造・社会構造の変革」に関する業務で
す。歴史とは，そうしたイノベーションによる変遷の積み重ねであると
もいえましょう。ところで，現代に身を置く私たちが，本当に，当時何
が起こったのかを正確に把握できているのでしょうか？現代の常識で過
去，歴史を振り返ってはいないでしょうか。本書は，「日本の歴史をよみ
なおす」と「続・日本の歴史をよみなおす」の二つの部分から構成され
ており，特に私の強い関心を呼んだのは後者です。「続・日本の歴史をよ
みなおす」の「第1章 日本の社会は農業社会か」では，“百姓は農民で
はなく沢山の非農業民”や“江戸時代までの奥能登の実態は，港町，都
市が多数形成され，日本海交易の先端を行く廻船商人がたくさん活動し
ており，・・・・”といった，これまでの固定観念を払拭する内容がい
たるところに出てきます。今ならシュレッダーにかけてしまうであろう
「襖の下張り文書」には何が書かれているといった，ミステリーもどきの
お話も。歴史学者ではないので，真偽の程は私にはわかりませんが，「歴
史の常識を疑うところからイノベーションは生まれる」，そんな気持ちに
させてくれた本でした。

網野善彦著 ちくま学芸文庫
2005年7月

吉國信雄教授
（イノベーション創成センター長）

時間と自己 大学に入学し，新しい生活が始まりました。でも，夢中で走っている
とき，ふと「自分って誰なんだろう？」「自分はどこにいるんだろう？」
との疑問が湧いてきて，「わたし」という存在が確信できないときがあり
ます。そうしたときは，なんだか時間感覚もいつもと違っているような
気がします。時間はわたしたちのこころもちによって，伸びたり縮んだ
りするように感じられるからです。
『時間と自己』は，現象学的精神医学の第一人者木村敏の名前を一般読
者にも広げた記念すべき著作です。日本人の認識の特徴を「もの」と「こ
と」を軸に展開したり，わたしたちと時間の関係を「あいだ」という概
念を使って考えたり，統合失調や鬱の人たちの時間感覚から，人間存在
のあり方を照射したり，自分を考える大きなきっかけになります。
難しい表現や哲学的な議論もありますが，読み終えた後は，きっと爽
快な気分になっているでしょう。

木村敏著 中公新書
1982年11月

志村恵教授
（留学生センター長）
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ローマ人の物語 秋になると『ローマ人の物語』を読んでいる。本書の正版が毎秋一巻
ずつ順次文庫出版されているからだ。古代ローマ帝国の盛衰を描いた書
は欧米には多いけれど，『ローマ人の物語』は日本人の，それも女性の目
で書かれている点で出色の作品だと思う。キリスト教文化に毒されてい
ない視点や男は決して気がつかない女の視点が随所に発見できる。
世界史を学ぶ学生が少なくなっているので，本書を面白く感じる学生
も少ないかも知れない。しかし，著者は歴史家ではなく小説家である。
古代を語りながらも現代社会の課題を照らし出していると思う。
ローマが衰亡期に入ったとき歴代皇帝は矢継ぎ早に改革を打ち出して，
再生を図ろうとする。しかし，改革によってローマは復活するどころか，
衰退を早めるだけであった。すべての改革は善き意図から始まる，とい
うカエサルの言葉がある。現今の大学改革の有り様を思うと，これ自身
が制度としての衰亡の現れなのかも知れない。

塩野七生著 新潮文庫
2010年秋現在
『キリストの勝利』まで刊行

澤田茂保教授
（外国語教育研究センター長）

独創のすすめ 新入生の皆さんは，大変な努力をされて金沢大学に入学されたことと
思います。大学入試では膨大な知識を記憶することが求められ，その過
程で皆さんは忍耐力を身につけたに違いありません。しかし，問題はこ
れからです。社会では，問題や課題は与えられるものではなく，自ら見
出したり設定したりすることができるかどうかが問われるのです。その
ための「独創のすすめ」が本書です。「独創」とは，単なる思いつきでは
なく，学習によって獲得した複数の知識を人まねではない独自の論理に
よって関係付けること，つまり「自分の考えを持つこと」であると述べ
ています。そしてその論理が妥当かどうかを辛抱強く検証することが重
要だと指摘しています。知識と論理的思考力と忍耐力が「独創」の前提
です。既成の概念や枠組みを批判的に捉え，知識を活用して「独創」を
楽しみ，新しい問題や課題を見出す能力を養うための大学生活を始める
上で是非お勧めしたい1冊です。

近角聡信著 東京堂出版
1994年9月

西山宣昭教授
（大学教育開発・支援センター長）

あなたの暮らしが
世界を変える

金沢大学に入学された諸君は，日本は物質的に恵まれた世界有数の文
明国で，言論統制のない自由な民主的な国家であり，医学的にも世界第
一の長寿な国であるという誇りを持っていることでしょう。しかし逆に
いえば日本ほど消費文化で差別の多い社会は先進国ではないことを知っ
ていますか。必ずしも長寿が健康で幸せであるという保障はありません。
貴方の大学生活は，金沢の地で「持続的発展のための教育」（ESD :
Education for Sustainable Development）を受けることによって大きく
変わるでしょう。まさにこの本は，「持続可能な未来がわかるための絵本」
です。
「宇宙船地球号の今」―今，地球で起こっている30の真実を問題提起さ
れます。どれも今の地球人は未来の地球人に借金をして暮らしている事
実から，この本は始まります。「地球の陸地の4分の1はもう砂漠になって
いる」，「飢えと栄養不足は世界1位の死亡原因です」，「今，絶滅の恐れの
ある種は1万2259種」など，サステナビリティ（持続可能性）とは，こ
のような現実をまず認識することですが，著者は，サステナビリティの
理解を本当に自分のものにするためには，ひとつひとつがばらばらに起
こっているわけではなく，これからも続く未来のために，ひとつひとつ
がつながっていることを身近なところから少しでも意識を改善していく
ことが重要であるといいます。1杯のコーヒーも1枚のTシャツも世界と
未来につながっていることがわかるでしょう。「今なぜ先住民族なのか」，
「文化や宗教の違いをお互いに認める」，「買い物で社会を変えよう」など，
貴方の日本という社会に対する価値観が変わることでしょう。金沢大学
では環境リテラシーを身に着け，サステナビリティな生活が実践できる
社会人となるための環境教育の場を諸君に提供します。

阿部治ほか監修 山と渓谷社
2007年9月

中村裕之教授
（環境保全センター長）
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ダブリン図書館紀行
藤原恵理子（情報企画課コンテンツ第一係）

金沢大学では，毎年，事務職員等を対象とした海外語学研修を実施しています。
私は，今後，図書館を利用する留学生をサポートする機会が増えるだろうと考え，
平成22年度に実施されたアイルランドでの約1ヶ月間の語学研修を受講しました。
アイルランド（共和国）は，イギリスの西側に位置するアイルランド島の南西部
にあります。緯度のわりに気候は温暖ですが，雨が多いです。私は，首都であるダ
ブリン市に滞在しましたが，伝統的な建物が多い一方で，近代的なデパート等もあ
り，金沢と共通点が多いように感じました。文学，音楽，歴史，お酒（ギネスビー
ルやウィスキーが有名！）が好きな方には，自信を持ってアイルランドをお薦めし
ます！
さて，今回は図書館報ということで，ダブリン市内の図書館をいくつかご紹介しま
す。
まず，最初にご紹介するのは，金沢大学の協定校であるダブリンシティ大学の図
書館です。私は，ダブリンシティ大学内にある語学学校に通っていたので，滞在中
によく利用しました。規模としては決して大きくはありませんが，グループワーク
用の部屋が17室用意されていること，250台以上のパソコンが配置されているこ
と等が印象的でした。図書館に置いてあるDVDの中には，「となりのトトロ」や「魔
女の宅急便」もありました。
次にご紹介するのは，アイルランド最古の大学であるトリニティカレッジの図書
館です。有名な装飾写本である「ケルズの書」と，古い蔵書を納めている「オール
ドライブラリー」は，ダブリンの観光名所でもあります。私が見学に行ったときに
は，古い建物が並ぶ構内に，うっすらと雪が積もり，マントのようなロングコート
をはおった男子学生が，コーヒーを片手に構内のガイドツアーをしており，まるで
映画のワンシーンのようでした。
最後にご紹介するのは，アイルランドの国立図書館であるナショナルライブラ
リーです。こちらの見所は，アイルランドの劇作家・詩人でもあるW.B.イエーツ
の展示と，閲覧室です。W.B.イエーツの展示は，テーマに沿って小部屋が用意さ
れており，展示方法がとても凝っていました。閲覧室は，円形の高い天井になって
おり，とても雰囲気がありました。
図書館は，その街や大学の，歴史や文化，教育に対する考え方を反映するものだ
ということを改めて実感しました。ダブリンの図書館の，大切に保管されてきた古
い蔵書や，そこに長時間いたくなるような建物は，ダブリンの歴史とそれを大事に
思う市民の心を，私に教えてくれたように思います。金沢大学の図書館も，利用す
る人に，金沢や金沢大学の歴史を伝えられる図書館になっているかな？と考えなが
ら，この経験を日々の仕事に生かしていきたいです。

花匂う 大学生の頃は自分に自信が持てず，自己卑下や自己否定の連続である
と思う。苦しい精神の葛藤と未来が見えてこない事で焦燥の中に居る事
と推測する。山本周五郎の小説には，驚くばかりの，現実肯定の世界が
描かれている。弱い者やいと小さき者への愛があふれている。周五郎の
描く男女の世界には，本当にさまざまな男女の関係が描かれているが，
決して女性が虐げられているばかりでなく，誠実に愛される対象として
の女性がいて，男性からの真実の愛がさりげなく書かれている。日々の
肯定からくる人間を讃える安定な人間像が描かれている。焦燥の中にい
る若い人に，早くこの人生肯定を知ってもらいたいが故に推薦する。そ
の他，人情裏長屋や菊月夜といった表題の冊子も推薦したい。

山本周五郎著 新潮文庫
2009年5月

東田陽博教授
（子どものこころの発達研究センター長）

語学学校のクラスメイトと

ダブリン市街地

ダブリンシティ大学図書館

トリニティカレッジ図書館

ナショナルライブラリー
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オープンスタジオでの活動

これさえ知ればレポート作成も怖くない：レポート作成基礎講座（1月17～21日）

学期末のレポート作成シーズンに合わせ，附属図書館職員が講師となっ
て，5日連続でレポート作成の基礎知識についての講習会を行いました。
毎回，次のような内容で説明と実習を行い，予想を超える38名の方の参
加がありました。

1．レポートとは？（レポートの構成と作成の流れ，構想の立て方）
2．実習（実際に課されているレポートのテーマを絞り込む作業，
具体的なキーワードによる検索）

3．その他の注意事項（文体，引用の方法，参考文献の書き方）

アンケートでは，次のとおり，いろいろなご意見を頂きました。また，
右の表のとおり，レポート作成法以外にも，いろいろな講座に対する要望
が大きいことが分かりました。今後，これらの結果を踏まえ，説明内容や
配布資料を改善した上で，これまで以上に活発に講習会を継続開催してい
く予定にしています。

【寄せられた感想・意見の一部】
分かりやすくためになりました／1年生時にあるとすごくうれしい／内
容が当たり障りのない内容にとどまっていた。「目からウロコ」のよう
な情報を期待／4年生には簡単すぎました／次回は課題を持ってきます。

学生・学習支援研究会（主催：大学教育開発・支援センター）

前号でご紹介した「レポート・ライティング・ワークショップ」（12月8日）に続き，大学教育開
発・支援センターとの共催で，次のような企画をオープンスタジオで行いました。
・1月24日 第3回学生・学習支援研究会 「プレゼンテーション・セミナー」
・2月10日 第6回学生・学習支援研究会 「エントリーシート・面接の心得～就職活動にはポイント
があります。」
講師は，大学教育開発・支援センターの山田政寛准教授が担当しました。どちらも先生自身の体験
談に基づく具体的な説明内容で，大変好評でした。このシリーズも今後継続的に開催していく予定
です。
その他，次の研究会では，図書館職員が報告を行いました。
・2月7日 第5回学生・学習支援研究会 「学生の立場からの新たな図書館づくり－東京女子大学『マ
イライフ・マイライブラリー』公開実績報告会に参加して」報告：橋 洋平（情報部情報サービス課）

レポート作成基礎講座，金沢美大との共催イベント，
ミニコンサートなど多彩なイベントを実施

今期も，図書館職員によるレポート作成基礎講座をはじめ，KULiC-

αを使った様々な活動を行いました。コーナー別に主なものをピックア

ップしてご紹介しましょう。

KULiC-α
活動報告

2011年1月～3月

希望する講習会（回答総数38）

論文・レポートの作成法 17
プレゼンの作成・発表 16
研究テーマの選び方 15
Word, Excelの利用法 13
就職関係セミナー 13
OPACの利用法 9
専門分野の文献探索法 9
日常的な学習の方法 8
データベースの利用法 7
電子ジャーナルの利用法 7
館内ツアー 4
PCの基本操作 4
グループ学習の方法 3
全般の説明 1
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ブックラウンジでの活動

金沢美大との共催による展示と講演会

・1月21日～2月4日 展覧会「批評と言説：テキストによる展覧会」
・1月26日 金沢大学創基150年記念「講演会・シンポジウム」シリー
ズ第22回「アートで語る」
ブックラウンジでは，金沢美大との共催で，展覧会と講演会を並行して
行いました。1月26日には，ギャラリーαで作品が展示されている「アー
トな空間」の中で，金沢美大の小松崎拓男先生，横川善正先生，本学の柴
田附属図書館長によるトークセッションが行われました。
本学と金沢美大は，1月13日に「大学間交流に関する包括協定」を締結
しました。今後も金沢美大関係者による作品展や交流を深めるためのイベ
ントを企画していく予定です。

Music Cafe@Libミニ・コンサート（1月20日）

試行的な試みとして，人間社会学域学校教育学類音楽科（ピアノ，マリ
ンバ，オーボエ）の6名の皆さんによるミニ・コンサートを行いました。
図書館内で演奏を行うという試みは大変新鮮で，アンケート結果は大好評
でした。今後も随時開催していく予定です。

ブックラウンジは，誰でもふらっと立ち寄ることのできるスペースです。コーヒーを飲
みながらの研究発表会など，他の会場にはない使い方も可能です。イベントの開催を希望
される方は，中央図書館係（TEL : 076-264-5211）までご連絡ください。

図書館学生ボランティア とぼら 新規メンバー募集中！
「とぼら」は金沢大学図書館学生ボランティアの愛称です。
中央図書館のオープンスタジオにあるTobora Desk＋での利用者サポー
ト，「ほん和か文庫」の運営，図書館をもっと楽しめる場所にするための
展示や上映会…いろいろなイベントの企画・運営を行っています。

メンバーからのコメント
■映画好きの私は，とぼらに入れば図書館で映画上映会ができる！という
思いつきでとぼらのメンバーとなり，1年間映画上映会やCD展示，選
書などの活動をしました。映画だけでなく本も好きなのでとぼらの雰囲
気は好きです。本好きが集まっている空間は安心します。図書館で過ご
す時間も増え，日々発見で図書館って面白いなあと思います。今年も楽
しく活動していきたいです。（法学類3年・高嶋志帆）

■1年を通してさまざまな活動を行った中でも，ほん和か文庫の立ち上げ
が特に印象に残っています。どんな本を置くか，どんな配置にするか等
を話し合い，みんなで試行錯誤して，個性豊かな本たちの集まった空間
をつくり上げることができました。素敵な本との出会いの場を築く仕事
に関われたこと，とても誇りに思います。（人文学類2年・坂野由美）

●関心のある方は中央図書館カウンターまでご連絡ください。
情報サービス課（橋・香川）076-264-5210又は5211 e-mail : etsuran@adm.kanazawa-u.ac.jp

ギャラリーαにスポットラ
イトを設置
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保健学類図書室の平日開室時間の変更
保健学類図書室の平日の開室時間が15分早くなり
ました。8時45分に開室します。ご活用ください。

環境学コレクション
自然科学系図書館2階に
環境学コレクションのス
ペースができました。金沢
大学では，今後環境学に関
する図書を重点的に収集し，
このスペースに集めていき
ます。学習や研究活動にお役立てください。

SciFinder Web版
4月より，SciFinderはク
ライアント版からWeb版
に移行します。2月9日，自
然科学系図書館にて社団法
人化学情報協会担当者によ
るSciFinder Web版講習
会が開催されました。参加
人数は50人。化学・薬学分
野の研究室に所属している方が多く参加されました。
☆SciFinderは，化学を中心とする医薬，生化学，物理，
工学等の化学情報についてのデータベースです。同
時アクセス数1となっておりますので，ご利用の際は，
必ず図書館Webサイトから予約を行ってください。

北陸銀行文庫 新規寄贈図書50冊
北陸銀行文庫は，平成20年
度，本学と北陸銀行との間に
締結した「包括的連携協力協
定に関する覚書」事業の一環
として，中央図書館閲覧ホー
ルに設けられたものです。1
月11日から2月4日にかけて，
“あなたの選ぶ北陸銀行文庫”
と題して学生の皆さんから希望する図書を募りまし
た。多数の方からのご応募をもとに，3月1日，計50
冊を新たに北陸銀行から寄贈していただきました。
マネジメントやビジネススキルに関する図書が集ま
っており，中央図書館の中でも大変人気のある文庫
となっています。どうぞご利用ください。

NAOKO☆宇宙アサガオ種（第2世代）
昨年6月，宇宙飛行士の山崎
直子氏と宇宙を旅した宇宙アサ
ガオの種3粒（第1世代）を，
明後日朝顔プロジェクト（日比
野克彦氏主催）から譲り受けま
した。7月2日に中央図書館で
種まきを行った3粒は，猛暑に

も負けずすくすくと成長し，種101粒（第2世代）を
収穫する事ができました。
3月，この種を近隣の小学校などの他，抽選で選
ばれた20名の方にもプレゼントしました。宇宙の記
憶を持った種が，これからどんなつながりをつくっ
ていってくれるのか，楽しみです。

附属図書館ブックリユース市
不要になった図書（私物）
を学内でリユースしようと
いう趣旨のもと，中央図書
館では初の試みとなる“ブ
ックリユース市”を開催し
ました。事前に開催をお知
らせしたところ，1376冊の図書を集めることができ
ました。3月7日，ブックラウンジ内に図書を並べて
“市”をスタートし，3月11日までの5日間で約940
冊のリユースがありました。ご協力くださいました
皆様，ありがとうございました。

図書館Webサイト（英文版）を公開
以下のURLで運用を開始しました。ご利用ください。
http://www.lib.kanazawa-u.ac.jp/index_e.html

展示
・“武士の家計簿”の磯田道史先生サイン本展示
（1月11日～3月7日）
・人文社会科学系学術図書出版助成による「金沢大
学人間社会研究叢書」第1巻を展示
（1月14日～1月31日）
・倉田徹先生サントリー賞受賞に関する展示
（12月17日～3月31日）

活動記録（2011.1-2011.3）
☆会議など
図書館委員会：第5回3月8日
学生用図書選定部会：
（中 央 図 書 館）第4回2月24日
（自然科学系図書館）第4回2月23日
ラーニング・コモンズ運営部会：第3回3月1日
学術情報基盤整備WG：第3回3月7日

【第1回7月28日，第2回11月7日】
環境学コレクションWG：

【第1回7月8日，第2回11月16日】
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SciFinder Web版講習会

贈呈式

◆12


